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四
十
年
を
ふ
り
返
っ
て
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昭
和
四
十
二
年
入
学
後
す
ぐ
に
、

情
緒
あ
る
弘
前
を
す
っ
か
り
気
に
入

り
ま
し
た
。
同
級
の
武
田
秀
雄
君
（
現

秋
田
県
立
博
物
館
）
と
は
下
宿
先
が

同
じ
こ
と
か
ら
、
よ
く
二
人
で
夜
を

明
か
し
た
事
で
す
。
一
、
二
年
生
時

は
学
生
服
で
通
し
た
の
で
（
千
葉
正

司
君
・
現
弘
前
大
学
と
二
人
の
み
）
、

学
生
運
動
の
最
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

右
や
左
か
ら
誘
い
の
声
は
一
度
も
か

か
ら
ず
。
振
り
返
る
と
ロ
ク
に
講
義

に
も
出
ず
、
土
曜
日
と
も
な
る
と
パ

チ
ン
コ
で
映
画
と
晩
飯
代
（
併
せ
て

四
百
円
程
）
が
貯
ま
っ
た
と
こ
ろ
で

換
金
し
、
腹
が
膨
れ
た
ら
三
本
立
て

オ
ー
ル
ナ
イ
ト
を
朝
ま
で
、
と
い
う

具
合
。
酒
は
、
た
ま
に
行
き
つ
け
の

居
酒
屋
で
福
島
正
君
（
現
新
潟
県
小

千
谷
中
学
校
）
と
一
緒
に
燗
冷
ま
し

（
値
段
は
通
常
の
五
分
の
一
）
。
案
の

定
、
選
択
科
目
の
単
位
が
と
れ
ず
、

教
養
か
ら
専
門
へ
は
仮
進
級
。
し
か

し
、
三
年
生
時
に
見
事
、
論
理
学
を

二
回
目
で
パ
ス
。
さ
て
、
四
年
生
の

卒
業
研
究
の
配
属
先
の
選
択
と
な
り

ま
す
が
、
生
物
学
科
の
追
い
出
し
コ

ン
パ
で
、
聞
き
か
じ
り
の
「
生
命
の

多
様
性
は
蛋
白
質
の
存
在
様
式
に
あ

る
」
を
遺
伝
学
教
室
の
佐
藤
進
一
先

生
に
ぶ
つ
け
た
と
こ
ろ
、
「
小
癪
な
事

を
」
と
い
う
感
じ
で
受
け
流
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
高
校
時
代
に
は
教

科
書
に
も
な
か
っ
た
遺
伝
子
・
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
扱
っ
て
い
る
と
の
事
で
、
佐
藤

先
生
の
教
室
に
入
り
ま
し
た
。
前
出

の
千
葉
君
と
矢
倉
達
夫
君
（
現
関
西

大
学
・
事
実
上
は
教
養
部
の
故
中
沢

潤
先
生
に
師
事
）
の
三
名
。
卒
論
は

「
ソ
ラ
マ
メ
根
端
分
裂
組
織
の
細
胞

分
裂
周
期
」
で
し
た
。
そ
の
後
、
新

潟
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
（
故
吉

田
吉
男
先
生
）
で
修
士
課
程
、
弘
前

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
（
故
佐
藤

清
美
先
生
）
で
博
士
課
程
を
修
了
し
、

同
大
第
二
生
化
学
講
座
の
教
官
と
し

て
「
肝
発
癌
過
程
に
お
け
る
解
毒
酵

素
の
発
現
機
構
」
に
つ
い
て
研
究
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
弘
前
に
戻
っ

て
か
ら
、
近
辺
に
い
る
遺
伝
学
教
室

Ｏ
Ｂ
（
千
葉
君
、
祐
川
幸
一
君
・
現

弘
前
大
学
、
鈴
木
孝
夫
君
・
現
青
森

県
立
保
健
大
学
、
高
舘
正
男
君
・
現

青
森
県
つ
が
る
農
産
物
加
工
セ
ン
タ

ー
、
小
亀
圭
司
さ
ん
・
当
時
弘
前
大

学
講
師
、
菅
原
敬
君
・
現
信
州
大
学
）

と
、
佐
藤
先
生
、
中
沢
先
生
を
囲
ん

で
、
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
セ
ミ
ナ
ー

を
開
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ

ー
は
、
佐
藤
先
生
の
定
年
ま
で
続
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
学
部
学
生

時
代
は
、
不
真
面
目
な
生
活
、
そ
の

後
は
研
究
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
の
不
真
面
目
の
中
に
は
、

実
は
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
は
最
後
に
。

平
成
四
年
に
佐
藤
清
美
教
授
が
逝

去
さ
れ
る
と
、
福
士
主
計
医
学
部
長

か
ら
、
青
森
県
の
衛
生
環
境
行
政
の

科
学
的
中
核
で
あ
る
環
境
保
健
セ
ン

タ
ー
で
遺
伝
子
を
扱
え
る
人
材
を
求

め
て
い
る
が
ど
う
か
、
と
い
う
お
話

し
が
あ
り
、
そ
の
職
場
に
勤
め
て
い

た
後
輩
の
大
友
良
光
君
（
現
弘
前
大

学
・
当
時
は
福
士
先
生
の
講
座
の
研
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究
生
で
も
あ
っ
た
）
か
ら
職
場
の
状

況
を
聴
い
た
と
こ
ろ
、
か
な
り
設
備

は
整
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
平

成
五
年
に
転
職
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
当
時
、
セ
ン
タ
ー
に
は
、
微
生

物
部
、
理
化
学
部
、
公
害
部
、
放
射

部
、
の
四
研
究
部
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ど
の
部
に
も
属
さ
な
い
総
括
研
究
管

理
員
と
い
う
職
名
で
し
た
。
フ
リ
ー

な
立
場
な
の
で
、
大
学
時
代
の
研
究

テ
ー
マ
に
加
え
て
研
究
指
導
に
力
を

注
ぐ
一
方
、
他
県
に
先
駆
け
て
Ｄ
Ｎ

Ａ
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
を
設
置
し
て
研

究
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。
最

近
で
は
、
当
該
機
器
は
、
変
異
の
激

し
い
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
の
塩
基

配
列
決
定
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
三
研
究
部
か
ら
な
り
、
新
聞
等

で
目
に
触
れ
る
仕
事
と
し
て
は
、
微

生
物
部
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
・
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
（
新
型
を
含
む
）
、

理
化
学
部
の
中
国
製
ギ
ョ
ウ
ザ
の
メ

タ
ミ
ド
ホ
ス
、
公
害
部
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
や
ア
ス
ベ
ス
ト
等
の
試
験
研
究

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
平
成
十
九
年
に

同
セ
ン
タ
ー
の
所
長
職
を
拝
命
し
ま

し
た
。
現
在
四
十
一
名
の
職
員
が
勤

務
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
数
に
な
る

と
職
員
間
の
人
間
関
係
に
問
題
が
生

ず
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
学
生
時
代

は
真
面
目
一
本
で
な
く
、
多
様
な
人

間
社
会
と
接
し
て
き
た
事
が
、
職
員

の
苦
情
処
理
に
大
き
な
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
「
仕
事
上
は
上
下

関
係
が
重
要
だ
が
、
研
究
に
は
上
下

関
係
は
な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
各
職

員
に
接
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

青
森
市
に
あ
る
環
境
保
健
セ
ン
タ

ー
に
勤
務
以
来
、
十
六
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー

に
は
現
在
、
同
樹
会
会
員
と
し
て
私

の
他
に
、
化
学
科
出
身
の
村
上
淳
子

（
旧
姓
・
横
山
）
、
秋
田
谷
礼
治
、
対

馬
典
子
（
旧
姓
・
岡
）
、
工
藤
志
保
（
旧

姓
・
藤
田
）
、
工
藤
香
織
（
旧
姓
・
山

本
）
、
玉
熊
義
久
の
六
名
が
在
籍
し
て

い
る
の
で
、
近
く
に
お
い
で
の
際
は

是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

定
年
退
職
教
員

平
成
二
十
年
度
末
を
も
っ
て
、
物

理
科
学
科

道
上
宗
巳
准
教
授
、
物

質
創
成
化
学
科

中
束
克
美
准
教
授
、

電
子
情
報
工
学
科

雨
森
道
紘
教
授

の
三
名
の
先
生
方
が
ご
退
職
さ
れ
ま

す
。
ご
退
職
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
永
年
に
わ
た
る
教
育
研
究

活
動
、
及
び
同
樹
会
に
対
す
る
ご
尽

力
に
対
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
と

同
樹
会
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

次
の
先
生
か
ら
本
学
部
に
お
け
る
様

々
な
思
い
出
や
出
来
事
に
纏
わ
る
お

言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
在
学
時
代

に
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
の
お
顔
、

お
言
葉
に
、
当
時
を
懐
か
し
み
な
が

ら
お
読
み
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

大
学
を
去
る
こ
と
に
な
っ
て
、
原

稿
依
頼
が
『
学
園
便
り
』
、『
同
樹
会
』
、

『
後
援
会
』
か
ら
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ

に
異
な
る
内
容
を
書
い
た
が
、
『
学
園

だ
よ
り
』
の
終
わ
り
に
は
、
‘
余
人
は

知
ら
ず
、
自
分
で
は
母
校
に
幾
ば
く

か
の
貢
献
が
出
来
た
と
思
う
’
と
書

い
た
。
も
し
も
皆
さ
ん
に
も
機
会
が

あ
れ
ば
読
ん
で
戴
き
た
い
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
と
、
心
に
残

る
様
々
な
悔
恨
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は

遠
く
て
近
い
思
い

理
工
学
研
究
科

（
電
子
情
報
工
学
科
）

雨

森

道

紘
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本
年
度
一
月
末
現
在
の
理
工
学
部

お
よ
び
理
工
学
研
究
科
の
就
職
内
定

状
況
は
、
八
八
・
八
％
お
よ
び
八
八

・
二
％
と
前
年
度
同
期
に
比
べ
学
部

生
で
は
プ
ラ
ス
六
・
九
％
、
理
工
学

研
究
科
生
で
は
マ
イ
ナ
ス
六
・
一
％

と
大
学
院
生
の
内
定
率
が
低
下
し
て

は
い
ま
す
が
、
本
年
度
も
昨
年
同
様

ほ
ぼ
順
調
に
就
職
率
が
推
移
し
て
い

る
状
況
と
言
え
ま
す
。
特
に
、
学
部

生
の
就
職
率
は
こ
こ
五
年
間
、
右
肩

上
が
り
に
高
ま
り
、
平
成
十
五
年
度

の
就
職
率
が
九
三
・
六
％
で
あ
っ
た

の
に
対
し
て
、
平
成
十
九
年
度
に
お

い
て
は
九
七
・
四
％
ま
で
に
高
ま

り
、
過
去
最
高
の
就
職
率
を
達
成
で

き
ま
し
た
。
こ
の
傾
向
は
全
学
的
に

も
同
様
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
昨
年
の
秋
以
降
、
世
界
的
な
金
融

恐
慌
の
影
響
を
強
く
受
け
来
年
度
の

求
人
企
業
数
は
大
き
く
減
少
す
る
こ

と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
企
業
か
ら
は

求
人
数
は
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い

が
、
優
秀
な
人
材
は
確
保
し
た
い
等

の
意
見
を
多
く
頂
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
学
生
諸
君

は
在
学
時
に
大
い
に
実
力
を
蓄
え
、

自
分
の
専
門
性
に
よ
り
磨
き
を
か
け

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

一
方
、
就
職
率
と
は
反
対
に
、
こ

こ
三
年
間
の
大
学
院
博
士
前
期
課
程

へ
の
進
学
率
は
右
肩
下
が
り
の
傾
向

に
あ
り
、
平
成
十
七
年
度
の
進
学
率

が
四
〇
・
五
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し

理
工
学
部
と

理
工
学
研
究
科
の

就
職
状
況

理
工
学
部

就
職
対
策
委
員
長

澤

田

英

夫

対
応
の
し
か
た
に
よ
っ
て
は
避
け
ら

れ
た
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
経
験

か
ら
ま
た
幾
つ
か
の
人
生
の
教
訓
も

得
た
が
、
し
か
し
判
っ
て
い
て
も
対

処
が
出
来
な
い
こ
と
も
人
生
に
は
起

こ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
稿

で
は
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思

う
。昔

、
あ
る
会
の
２
次
会
で
、
学
部

内
で
５
人
の
仲
間
が
飲
ん
で
い
た
。

〈
若
年
・
中
年
〉
の
２
ペ
ア
（
ペ
ア

は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
所
属

し
、
そ
れ
ぞ
れ
若
①
中
①
、
若
②
中

②
と
記
す
）
と
残
り
の
中
年
の
１
名

(

中
③)

は
、
別
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
の

参
加
者
で
あ
っ
た
。
中
③
は
特
別
に

酔
っ
て
い
た
。
酔
い
の
回
っ
た
彼
は
、

自
分
の
普
段
の
行
動
の
話
か
ら
更
に

発
展
し
て
他
人
の
行
動
を
批
判
す
る

よ
う
な
話
と
な
っ
た
。
日
頃
か
ら
行

動
の
あ
り
か
た
に
批
判
的
な
目
を
持

っ
て
い
た
中
③
は
、
中
①
に
つ
い
て

批
判
し
始
め
た
。
相
手
は
数
年
以
上

の
年
齢
差
の
あ
る
目
上
で
あ
る
に
も

拘
わ
ら
ず
、
部
下
に
で
も
話
す
よ
う

な
説
教
口
調
で
話
が
始
ま
っ
た
。
そ

れ
に
中
②
が
注
釈
を
入
れ
て
結
果
的

に
は
中
③
に
同
調
す
る
よ
う
な
形
に

な
っ
た
。
雰
囲
気
は
気
ま
ず
く
な
り
、

ま
も
な
く
散
会
し
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
と
き
は
、
そ
れ
ま
で
は
互
い

に
玄
関
で
顔
を
合
わ
せ
、
「
（
今
日
は

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
け
れ
ど
も
）
ま
た

い
ず
れ
」
と
で
も
言
い
な
が
ら
気
分

を
リ
セ
ッ
ト
し
て
別
れ
て
い
た
よ
う

に
思
う
。
し
か
し
、
そ
の
と
き
は
違

っ
て
い
た
。
若
①
が
玄
関
に
到
達
し

た
と
き
に
は
す
で
に
中
①
は
玄
関
の

外
の
か
な
り
向
こ
う
を
歩
い
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
人
の
許
容
度

を
超
え
た
怒
り
を
反
映
し
て
い
た
。

若
①
に
は
、
そ
の
思
い
が
そ
の
中
の

誰
よ
り
も
完
全
に
理
解
で
き
て
い

た
。
若
①
は
足
早
に
追
い
つ
け
ば
良

い
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
そ
こ
に
中

③
を
含
め
残
り
の
若
②
、
中
②
の
３

名
が
集
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ

の
と
き
に
予
想
も
し
な
い
こ
と
が
起

こ
っ
た
。
突
然
、
中
③
が
ゆ
っ
く
り

と
屈
み
な
が
ら
自
分
の
両
手
で
若
①

の
左
手
を
つ
か
み
、
あ
た
か
も
繊
細

な
壊
れ
物
で
も
扱
う
よ
う
に
自
分
の

頬
に
当
て
た
の
で
あ
る
。
彼
の
酔
い

は
極
度
に
ま
わ
っ
て
お
り
、
先
ほ
ど

の
先
鋭
的
な
表
情
は
完
全
に
消
え
、

ま
る
で
菩
薩
の
よ
う
な
柔
和
な
表
情

で
そ
う
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き

若
②
は
中
①
が
す
で
に
外
の
向
こ
う

を
歩
い
て
い
る
の
を
発
見
し
て
、「
あ

あ
何
だ
、
こ
う
い
う
時
は
黙
っ
て
帰

ら
な
い
で
…
」
と
思
わ
ず
言
っ
た
の

で
あ
る
。
若
①
は
、
通
常
な
ら
ば
、

す
ぐ
に
中
①
の
後
を
追
う
筈
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
片
手
は
し
っ
か
り
と

つ
か
ま
れ
て
そ
の
手
を
自
分
の
両
頬

に
あ
て
て
い
る
中
③
が
い
た
。
こ
の

よ
う
な
と
き
に
何
が
で
き
る
か
。
な

に
も
で
き
な
い
。
た
だ
そ
の
行
為
が

終
わ
る
の
を
待
つ
し
か
な
か
っ
た
。

『
仕
方
が
な
い
な
。
中
①
さ
ん
も
、

完
全
に
問
題
が
な
い
と
い
う
訳
で
も

な
い
か
ら
な
あ
』
と
、
邪
険
に
中
③

の
手
を
振
り
払
っ
て
で
も
飛
び
出
す

程
に
は
勇
気
の
な
い
自
分
に
し
き
り

に
弁
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

と
き
中
①
は
自
分
を
追
っ
て
こ
な
い

若
①
を
見
て
、
こ
れ
ま
で
の
信
頼
感

に
疑
問
を
持
ち
、
そ
の
時
か
ら
心
に

ふ
た
を
し
た
の
で
あ
る
。
翌
日
、
若

①
は
中
①
に
会
っ
た
が
、
「
手
を
つ

か
ま
れ
て
頬
に
あ
て
ら
れ
て
…
」
な

ど
と
話
せ
る
わ
け
が
な
か
っ
た
。
思

え
ば
、
あ
の
数
十
秒
が
、
そ
の
後
の

二
人
の
人
間
関
係
を
決
定
づ
け
る
瞬

間
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
の
時
、

中
③
に
ど
の
よ
う
な
思
い
が
生
じ
て

あ
の
行
為
に
な
っ
た
の
か
今
も
判
ら

な
い
。
そ
れ
以
前
に
も
そ
れ
以
後
に

も
無
い
、
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
、
ま

さ
に
人
生
に
１
回
こ
っ
き
り
の
体
験

で
あ
っ
た
。

人
生
に
は
予
想
も
出
来
な
い
落
と

し
穴
が
待
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

て
、
平
成
十
九
年
度
に
は
三
〇
・
三

％
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
状
況
で

す
。
学
部
卒
業
生
と
理
工
学
研
究
科

修
了
生
の
就
職
先
の
業
種
を
比
較
し

て
み
ま
す
と
、
学
部
生
の
場
合
は
、

建
設
業
、
製
造
業
、
電
気
・
ガ
ス
・

熱
供
給
・
水
道
業
、
情
報
通
信
業
、

運
輸
業
、
卸
・
小
売
業
、
金
融
・
保

険
業
、
不
動
産
業
、
飲
食
店
・
宿
泊

業
、
農
業
、
教
員
、
公
務
員
、
そ
の

他
の
産
業
等
、
多
岐
に
渡
っ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
理
工
学
研
究
科
修
了

生
に
お
い
て
は
製
造
業
、
電
気
・
ガ

ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
、
情
報
通
信

業
、
運
輸
業
、
卸
・
小
売
業
、
教
員
、

公
務
員
等
に
分
か
れ
る
も
の
の
、
こ

れ
ら
の
中
で
も
、
製
造
業
が
五
八
％

と
圧
倒
的
に
多
い
の
が
特
徴
で
あ
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
大
学
院
修
了
生

に
お
い
て
は
大
手
の
製
造
業
に
就
職

す
る
学
生
が
多
く
、
各
自
が
大
学
院

在
籍
時
に
身
に
付
け
た
専
門
性
を
充

分
に
発
揮
で
き
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
お
り
ま
す
。

朝
日
新
聞
社
「
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」

二
〇
〇
八
年
度
版
に
よ
り
ま
す
と
、

国
内
の
大
学
の
工
学
部
、
理
学
部
に

お
け
る
大
学
院
へ
の
進
学
率
は
全
国

一
位
が
八
九
％
で
あ
り
、
十
位
：
七

八
％
、
二
十
位
：
六
二
％
、
三
十
位

：
五
八
％
と
高
い
数
値
を
維
持
し
て

い
る
状
況
で
す
。
す
な
わ
ち
、
全
国

の
理
工
系
の
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
大

学
院
へ
進
学
す
る
状
況
に
な
っ
て
い

る
の
が
現
実
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
で
は
、
学
部
生
の
皆
さ
ん
も
、

十
分
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
た

と
き
、
今
自
分
は
何
を
な
す
べ
き
か

を
十
分
考
え
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う

勉
学
に
努
め
て
頂
き
た
い
も
の
で

す
。
ま
た
卒
業
生
、
修
了
生
の
方
は

就
職
先
で
多
く
の
専
門
知
識
さ
ら
に

は
開
発
能
力
を
身
に
付
け
た
優
秀
な

同
僚
・
先
輩
の
方
々
と
の
競
争
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
自
己
啓
発
を

忘
れ
ず
自
分
の
能
力
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
よ
う
日
々
努
力
を
し
て
い

た
だ
き
充
実
し
た
仕
事
を
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

平
成
十
九
年
度

理
工
学
部

就
職
状
況

分
野
別
グ
ラ
フ
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数
理
シ
ス
テ
ム
科
学
科

弘
前
大
学
大
学
院

二
名

物
質
理
工
学
科

弘
前
大
学
大
学
院

二
七
名

そ
の
他
、
北
海
道
大
学
大
学
院
、

長
岡
技
術
科
学
大
学
大
学
院
、

イ
ー
ス
ト
ア
ン
グ
リ
ア
大
学
大

学
院

地
球
環
境
学
科

弘
前
大
学
大
学
院

十
名

そ
の
他
、
北
海
道
大
学
大
学
院
、

東
北
大
学
大
学
院
、
名
古
屋
大

学
大
学
院

電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科

弘
前
大
学
大
学
院

十
三
名

そ
の
他
、
千
葉
大
学
大
学
院

知
能
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

弘
前
大
学
大
学
院

二
五
名

そ
の
他
、
東
北
大
学
大
学
院

紙
上
企
業
訪
問
(1)

こ
の
度
は
同
樹
会
会
報
第
九
号
の

発
行
に
際
し
、
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

私
は
理
学
部
化
学
科
を
昭
和
六
十

一
年
に
卒
業
し
ま
し
た
。
所
属
は
無

機
化
学
研
究
室
で
、
内
田
健
吾
先
生

や
喜
多
昭
一
先
生
の
ご
指
導
を
受

け
、
現(

株)

ル
ネ
サ
ス
北
日
本
セ
ミ

コ
ン
ダ
ク
タ
に
就
職
し
ま
し
た
。

現
在
は
五
所
川
原
市
の
漆
川
工
業

団
地
に
あ
る
津
軽
工
場
に
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。
当
社
は
半
導
体
機
器
の

製
造
を
行
っ
て
お
り
、
自
動
車
や
携

帯
電
話
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｃ

（
イ
ン
テ
グ
レ
ー
テ
ッ
ド
サ
ー
キ
ッ

ト
）
チ
ッ
プ
と
な
る
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ

ー
ハ
の
加
工
を
し
て
い
ま
す
。
製
造

現
場
は
前
工
程
と
呼
ば
れ
る
塵
埃
が

殆
ど
無
い
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
で
作
業

員
は
頭
か
ら
白
衣
を
ま
と
い
シ
リ
コ

ン
ウ
ェ
ー
ハ
に
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
形

成
し
て
い
ま
す
。
完
成
し
た
ウ
ェ
ー

ハ
は
当
社
函
館
工
場
や
米
沢
工
場
へ

運
ば
れ
、
後
工
程
と
呼
ば
れ
る
シ
リ

コ
ン
ウ
ェ
ー
ハ
か
ら
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を

切
り
出
し
最
終
製
品
と
な
り
ま
す
。

一
つ
の
製
品
チ
ッ
プ
に
は
百
万
個
以

上
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
と
十
ミ
ク
ロ
ン

よ
り
も
細
い
配
線
で
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

半
導
体
部
品
と
は
一
言
で
表
現
す

る
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部
品
で
、
ム
カ

デ
の
よ
う
な
外
観
を
し
て
い
る
、
と

言
え
ば
お
分
り
で
し
ょ
う
か
。
今
や

半
導
体
製
造

技
術
に
携
わ
っ
て

上

田

勝

博

（
昭
和
六
十
一
年

理
学
部
化
学
科
卒
業
）

平
成
十
九
年
度

理
工
学
研
究
科

就
職
状
況

分
野
別
グ
ラ
フ



平成21年３月６日発行 弘前大学理工学部同樹会報 第９号 (4)

私
た
ち
の
生
活
に
は
こ
の
半
導
体
は

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
身
の
周
り
に
は
必
ず

と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
半
導
体
部
品
が

あ
る
こ
と
に
お
気
付
き
で
し
ょ
う
。

家
電
製
品
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
時

計
、
電
子
辞
書
に
も
、
さ
ら
に
は
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
も
薄
い
Ｉ
Ｃ
チ

ッ
プ
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

私
の
業
務
は
、
製
品
の
生
産
に
直

接
携
わ
っ
て
お
ら
ず
、
新
製
品
の
開

発
や
量
産
品
の
コ
ス
ト
低
減
の
た
め

の
評
価
や
不
具
合
を
生
じ
た
製
品
の

解
析
と
対
策
と
い
っ
た
技
術
担
当
を

行
っ
て
い
ま
す
。
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ー

ハ
の
加
工
に
は
多
数
の
化
学
薬
品
を

使
用
す
る
の
で
化
学
科
教
室
で
学
ん

だ
知
識
を
活
か
し
業
務
に
反
映
さ
せ

て
い
ま
す
。

技
術
員
と
し
て
の
成
果
と
は
、
そ

の
評
価
が
難
し
い
の
で
す
が
、
新
製

品
の
開
発
に
関
し
て
は
言
え
ば
、
目

標
と
す
る
性
能
と
開
発
日
程
を
企
画

し
遂
行
す
る
こ
と
、
ま
た
、
試
作
を

行
う
前
に
デ
ザ
イ
ン
レ
ビ
ュ
ー
と
称

し
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
繰
り
返
し
実

施
し
て
、
想
定
さ
れ
る
不
具
合
の
抽

出
と
そ
れ
に
対
す
る
検
証
方
法
を
決

め
実
行
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
失
敗

も
成
功
事
例
も
財
産
と
し
て
、
技
術

レ
ポ
ー
ト
に
し
て
今
後
に
活
か
す
こ

と
で
、
次
世
代
を
担
う
エ
ン
ジ
ニ
ア

に
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
は
常
に
斬
新
な
技
術

的
ア
イ
デ
ィ
ア
が
求
め
ら
れ
、
学
生

時
代
で
の
基
礎
知
識
と
社
会
人
に
な

っ
て
か
ら
の
経
験
と
さ
ら
に
は
隘
路

事
項
が
生
じ
て
も
諦
め
な
い
気
力
と

体
力
が
融
合
し
て
生
ま
れ
る
も
の
で

す
。
従
っ
て
技
術
者
は
ア
イ
デ
ィ
ア

を
考
案
し
、
成
し
遂
げ
る
こ
と
で
サ

ラ
リ
ー
を
得
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

近
年
の
日
本
の
半
導
体
業
界
は
か

つ
て
の
ト
ッ
プ
の
地
位
か
ら
転
げ
落

ち
、
ト
ッ
プ
を
取
り
戻
す
べ
く
若
い

技
術
者
の
採
用
と
育
成
が
急
務
と
な

っ
て
い
ま
す
。

是
非
と
も
こ
れ
か
ら
就
職
さ
れ
る

皆
さ
ん
は
技
術
系
の
業
務
に
携
わ
り

日
本
や
世
界
の
技
術
を
受
け
継
ぎ
、

そ
し
て
新
た
に
築
い
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
理
工
学
部
の
学
生
が

当
社
へ
工
場
見
学
に
来
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
私
が
Ｏ
Ｂ
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
応
対
と
半
導
体
製
造
技

術
の
プ
レ
ゼ
ン
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ

い
。私

事
、
五
所
川
原
に
移
り
住
ん
で

も
毎
週
弘
前
市
内
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

へ
通
い
、
毎
年
弘
前
公
園
へ
行
っ
て

は
見
事
な
桜
に
陶
酔
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
久
し
ぶ
り
に
弘
前
扇
ね
ぷ
た

を
堪
能
し
、
整
備
さ
れ
た
駅
前
に
も

感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
化
学
科
教

室
同
窓
会
の
幹
事
と
し
て
、
理
工
学

部
に
も
年
に
幾
度
か
訪
問
し
、
先
生

方
と
も
ご
縁
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
樹
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご

健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
筆
を
終

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成十九年度

理工学部卒業・理工学研究科修了

祝 賀 会

去
る
平
成
二
十
年
三
月
二
十
一
日
、
例
年
通
り
大
学
会
館

三
階
大
広
間
に
て
、
理
工
学
部
卒
業
・
理
工
学
研
究
科
修
了

祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、
祝
賀
会
へ
の
参

加
率
が
伸
び
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
若
干
下
回
る
参

加
率
と
な
り
、
運
営
に
携
わ
る
者
と
し
て
努
力
不
足
を
感
じ

て
お
り
ま
し
て
、
多
数
の
方
に
参
加
し
て
頂
け
る
工
夫
を
模

索
し
て
い
る
所
存
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
内
容
に
お
き
ま

し
て
は
、
ご
退
職
の
先
生
方
を
始
め
、
各
学
科
長
や
学
生
か

ら
ユ
ー
モ
ア
と
感
慨
溢
れ
る
沢
山
の
ス
ピ
ー
チ
を
頂
戴
し
、

昨
年
度
同
様
の
盛
会
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
最
後

に
な
り
ま
し
た
が
、
祝
賀
会
準
備
及
び
開
催
に
ご
協
力
頂
い

た
理
工
学
部
教
職
員
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。

数理システム科学科

地球環境学科 物質理工学科
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の
認
知
度
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
で

す
。
次
に
、
化
学
系
の
同
窓
会
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
次
代
を
担
う
若
者
の

育
成
を
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
毎
年
理
工
学
部
等
を
会

場
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
「
化
学

へ
の
招
待
」
に
協
賛
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
活
発
な
同

窓
会
活
動
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
持
続
的
な
活

動
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
心
が
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
十
二
月
に

は
会
員
の
協
力
に
よ
り
会
誌
十
三
号

が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
の
発
行
に
よ
り
充
実
し
た
次
号

を
多
く
の
会
員
に
届
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い

ま
す
。

最
後
に
、
弘
化
会
の
会
員
は
同
樹

会
の
会
員
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
弘

化
会
と
同
樹
会
の
連
携
に
よ
り
、
両

会
の
活
動
が
よ
り
活
発
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

弘
化
会
（
こ
う
か
か
い
）
は

文
理
学
部
化
学
教
室
卒
業
生
及

び
理
学
部
化
学
科
卒
業
生
を
中

心
と
す
る
同
窓
会
で
、
現
在
の

会
員
数
は
正
会
員
が
千
二
百
二

十
六
名
、
特
別
会
員
が
三
十
名

で
す
。
葛
西
和
彦
会
長
（
理
学

部
化
学
科
七
回
生
）
以
下
八
名

の
役
員
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

昨
年
十
一
月
一
日
の
総
会
は
三

年
振
り
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
出
席
者
は
三
十
名
と
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
遠

く
は
北
海
道
や
関
東
か
ら
、
ま

た
、
若
い
世
代
か
ら
ベ
テ
ラ
ン

ま
で
広
い
年
代
に
わ
た
っ
て
の

参
加
が
あ
り
、
総
会
終
了
後
の

懇
親
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
総
会
で
は
、
今

後
の
活
動
方
針
と
し
て
三
つ
の

議
題
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

一
つ
は
新
入
会
員
に
つ
い
て
で

す
。
理
学
部
か
ら
理
工
学
部
へ

の
改
組
に
伴
い
、
本
会
へ
の
新

た
な
会
員
の
入
会
は
停
止
し
て

い
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
六
年
度

に
化
学
系
の
学
科
が
創
設
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
卒
業
生
に

本
会
に
入
会
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
準
備
を
始
め
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
残
り
の
二
つ

の
議
題
は
本
会
の
活
性
化
に
つ

い
て
で
す
。
ま
ず
、
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
を
発
行
す
る
と
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
会
員
と
の
コ

ン
タ
ク
ト
を
密
に
し
て
、
本
会

同
窓
会
報
告

弘
化
会
総
会

及
び
懇
親
会

弘
化
会
幹
事

糠

塚

い
そ
し

知能機械システム工学科 電子情報システム工学科

平成19年度 弘前大学理工学部同樹会収支決算書 平成20年３月31日現在

◎収入の部

項 目 金 額 摘 要

円
前 年 度

7,427,081
繰 越 金

正会員 126人

学部 １年（20年度入学） 46人 460,000円

〃 １年（19年度入学） 37人 370,000円

〃 ２年 0人 0円

〃 ３年 3人 30,000円

会 費 1,263,000 〃 ４年(祝賀会時納入3人分含む) 38人 380,000円

〃 既卒 1人 10,000円

院生 １年 0人 0円

〃 ２年(祝賀会時納入1人分含む) 1人 10,000円

〃 後期課程 0人 0円

特別会員 1人 3,000円

卒業･終了
学生 32人 80,000円

祝賀会当日 168,000
教員等 35人 88,000円

会費納入分

預 金 利 息 639

計 8,858,720

◎支出の部

項 目 金 額 摘 要

円
弘前大学全

240,000 ９月26日払込み
学同窓会費

同 樹 会 報 会報第８号 1,500部 （287,175円）
288,175

作 成 費 寄稿料補助 （1,000円）

卒業・修了 卒業・修了祝賀会経費 （254,150円）
422,150

祝 賀 会 卒業・修了祝賀会当日会費 （168,000円）

写 真 代 84,000 卒業・修了祝賀会写真代 （84,000円）

加入案内送料(研究科新入生) （1,845円）
未加入者へ加入案内送料（学部４年）

通 信 費 33,755
（21,800円）

卒業・修了祝賀会写真送料他（10,110円）

会 議 費 0

名簿整理及び会費払込案内ほか事務処理
事 務 費 120,000

謝金

会費払込取扱票 （9,450円）
消 耗 品 費 19,295 ワープロラベル用紙，ドッジファイル，

ＰＰＣ用紙他 （9,845円）

郵 便 振 替
13,200 会費払込手数料（123人）

払 込 料

予 備 費 7,638,145 次年度以降経費引当金を含む

計 8,858,720
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平
成
十
七
年
度
よ
り
幹
事
（
会
計

担
当
）
を
努
め
て
お
り
ま
す
一
條
で

す
。
平
成
二
十
一
年
、
弘
前
大
学
は

創
立
六
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
弘
前

大
学
の
還
暦
と
い
う
こ
と
で
、
行
事

等
の
計
画
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
創

立
六
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
の

詳
細
は
、
以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
会
員
各
位

の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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v
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h
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m
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さ
て
、
昨
年
来
の
金
融
不
安
に
関

連
す
る
連
日
の
報
道
の
中
で
、「
人
」

を
育
て
る
こ
と
の
重
要
性
が
問
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
「
人
」

と
は
、
家
庭
に
お
い
て
は
子
供
、
教

育
現
場
に
お
い
て
は
生
徒
や
学
生
、

企
業
に
お
い
て
は
社
員
、
な
ど
と
な

り
得
る
の
で
し
ょ
う
が
、
親
、
教
師
、

経
営
者
も
ま
た
「
人
」
で
あ
り
、
育

て
る
側
も
己
の
成
長
を
意
識
し
、
年

齢
、
立
場
、
自
他
を
越
え
て
「
人
」

と
い
う
リ
ソ
ー
ス
の
大
切
さ
を
再
確

認
す
る
時
期
に
い
て
い
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
不
安
を
乗
り

越
え
る
力
の
礎
は
、
様
々
な
個
性
を

も
つ
「
人
」
の
繋
が
り
に
あ
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
本
会
も
繋
が
り
の
一

つ
の
パ
ス
で
あ
り
ま
す
。
各
方
面
で

ご
活
躍
の
会
員
の
お
知
恵
、
お
力
を

お
寄
せ
頂
き
、
新
入
会
員
へ
と
繋
げ

て
ゆ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
様
々
な
面
に
て
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
、
理
工
学
研
究
科
事
務
長

始
め
事
務
職
員
の
方
々
に
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

平成20年度 弘前大学理工学部同樹会収支予算書 平成20年４月１日現在

◎収入の部

項 目 金 額 摘 要

円
前 年 度

7,638,145
繰 越 金

正会員 364人×＠10,000円

学部 １年 309人

会 費 3,640,000 〃 ２年 10人

〃 ３年 10人

〃 ３年 35人

計 11,278,145

◎支出の部

項 目 金 額 摘 要

円
弘前大学全学

240,000
同 窓 会 費

同 樹 会 報
285,000 1,500部×＠190円

作 成 費

卒 業 ・ 修 了
250,000 100人×＠2,500円

祝 賀 会

卒業・修了者祝賀会記念写真
写 真 代 100,000

190人×＠525円

加入案内送料（研究科新入生）

50人×＠90円

加入案内送料（学部学生４年）
通 信 費 30,000

250人×＠80円

卒業・修了者祝賀会記念写真送料他

5,500円

会 議 費 10,000

名簿整理及び会費払込案内ほか事務処理
事 務 費 120,000

謝金

消 耗 品 費 20,000 ワープロラベル用紙，ＰＰＣ用紙他

郵 便 振 替
15,000 会費払込手数料 150人×＠100円

払 込 料

予 備 費 10,208,145 次年度以降経費引当金を含む

計 11,278,145

事 務 局

弘前大学大学院理工学研究科 一 條 健 司

住所：〒036-8561

弘前市文京町三

電話：0172-39-3660

E-mail：ken@eit.hirosaki-u.ac.jp

URL: http://www.st.hirosaki-u.ac.jp/~doju/

会

長

千

葉

信

行

副
会
長

三

浦

賢

二

幹

事

松

野

徹

也

一

條

健

司

監

査

荒

木

宏

孝

須

藤

勝

弘

役
員
一
覧

理
工
学
部
同
樹
会
協
賛
者

(

平
成
二
十
年
四
月
一
日
～

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
八
日)

畑

元
子

氏

三
口

杉
山

芬

氏

一
口

細
川

勉

氏

二
口

祖
父
尼

俊
雄

氏

二
口

以
上
の
方
々
よ
り
ご
協
賛
い
た

だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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